
（別紙６）

公表日

利用児童数

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやすく、取

り入れやすいものですか。

27 4 0

・細かく観察して下さるので、個の姿を共有しやす

く、支援方法や育ちの部分も理解し合える所が良

い。

・児童の感情の整理について声の掛け方やクールダ

ウンについて御助言いただけたことが大変ありがた

い。

・対象児童を幼少期から見てくださっているため、

これまでのことを含め、本児の現れを年度初めから

分かりやすく説明していただき、大変ありがたかっ

たです。

・保護者の状況を伝える際に、どのような方法、内

容か共有していただけたらと思います。

・具体的だが取り入れるのに難しいものもいくつか

あった。

助言が取り入れやすい環境づくりを意識しつつ、

児童の状況や施設の実情に応じた柔軟な支援を

行っていく。

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足しています

か。

30 1 0

・適格な言葉で姿を表現し、個に合った助言ができ

ている。

・専門的な知識をわかりやすく表現していただいて

います。

・言語聴覚士等ともつながり、専門的な視点でお話

をいただけるので勉強になります。

専門性を活かし、個々に対応した助言を行ってい

く。

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれてい

ますか。
28 3 0

・園の意見も取り入れながら回答してくださるので

とても良い。

・とても適切で安心した。

・些細なことでも丁寧にお答えいただいています。

継続して丁寧な対応を心がけていく。

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが解消

または軽減されましたか。

21 9 1

・園としては大きな変化はないが、保護者との共有

の場がもてることは良い。

・解消した課題もあるが、まだ課題が山積み。

・その都度、いただいたアドバイスを元に実践で

き、子ども、職員の安心につながっています。

・保護者、訪問支援員、担任と情報共有をしてくだ

さるため、それぞれ同じ方向を向いて本児を見守れ

ていて安心しています。

5 事業所からの支援に満足していますか。

25 7 0

・実際に集団の姿を見ていただき、それを保護者に

伝え共有できるということはとても良い。

・これからも継続したい。

・訪問があることによって児童の気持ちに浮き沈み

があるため一概に言えない。

・助言、アドバイスをいただいたが支援ではない。

・とても満足しています。

・訪問支援で良いと思ったのは、園での様子をその日に保護者と園の担任(園長)、事業者の3者で話す場がもてること。

・園の職員も加われることで、より具体的な支援について共有できるのでこの形はとても良いと思います。

・いつも丁寧な対応、的確な助言をいただき感謝しています。

・授業参観後の面談について授業時間に行うと負担が大きいため、休み時間等に行うことができないか伝えました。その

際、こちらの都合を次回より配慮していただけるとのことで大変ありがたいです。

・佐々木先生の具体的で適格なご指導、鈴木先生の丁寧で真っ直ぐなご指導、昨年度ですが大庭先生の温かく愛情たっぷり

のご指導。どの先生も子どものことや職員の気持ちを大切に考えながら対応してくださり、感謝しています。今後ともよろ

しくお願い致します。

・放課後の面談時間がなかなかとれず調整が難しかった。

・この事業への理解が不十分だった。

・年度初めに本児について理解が深まったのは、非常にありがたかったです。今後も同じ方向を向いて、本児がよりよい生

活を送れるように情報共有をさせていただきたいと思います。

・杉山先生はいつも親切ていねいに対応してくださり、私自身非常に勉強になりました。沢山褒めていただいて自信にも

なっていましたし、助言していただいたことも実践に移すことができたりと、対象のお子さんにとっても、私にとってもプ

ラスになることばかりで感謝の気持ちでいっぱいです。時に、時間を過ぎてしまったこともあり、申し訳なかったです。あ

りがとうございました。

・対象児の本来の姿を見て頂くために、本児から距離をとりクラスの中で担任または支援担当と共にどう取り組み、過ごし

ているか見ていただきたいです。(側にいると頼ってしまうめ)

・訪問支援を受けることで園も保護者もアドバイスをもらうことが出来、良いと感じる。反面、日程調整がとても難しいと

も感じている。

・園では気が付かない点を支援員さんからの助言で気付かされることもあり助けられている。振り返りが毎回あると負担に

なることもあるので、2ヶ月に1度位で良いかもと思うこともある。

・支援グッズ(視覚教材)などのもう少し具体的な指導などもあると更にありがたいです。対象児童が先生のことが好きで距

離が近くなってしまいがちなので普段の様子をみて頂くためにももう少し距離をとって見て頂けたらとおもいます。

① 情報発信と広報の強化

「保育所等訪問支援」の存在を知らない保護者が多いという意見を受けて、事業の目的・内容をより分かりやすく伝え

るリーフレットの作成や、SNS・園便り等を通じた広報活動を強化する。初回訪問時や年度始めに、園・学校職員への

制度説明や支援の流れの共有の場を設けることで、理解促進を図る。

② 訪問頻度とスケジュールの柔軟な調整

「訪問間隔が空くと支援効果に影響がある」との声と、「頻繁すぎると学校側の負担が大きい」との声、双方の意見を

尊重しながら、支援内容や児童の状況に応じた柔軟な訪問スケジュールを検討する。定期的なモニタリングと連携の場

を活用し、訪問頻度の最適化を図る。

③ 支援の質と継続性の担保

「専門的な助言」「視点の違いによる気づき」が評価されていることから、支援者間でのケース共有や指導体制を整

え、支援の一貫性と質の向上を維持する。

④ 保護者・施設との協働と役割分担の明確化

「園では伝えにくいことを訪問支援員が伝えてくれて助かる」という意見を踏まえ、支援者が中立的な立場で家庭と施

設をつなぐ橋渡し役として機能するよう配慮する。

面談や振り返りの時間を定期的に設けることで、園・家庭・支援者の三者が同じ方向を向いて支援できるよう工夫す

る。

⑤ アセスメントや評価の充実

「言葉の発達検査をしてもらえてよかった」などの声をもとに、必要に応じた発達検査・観察・フィードバック体制を

整備し、支援内容に客観性と根拠を持たせる。

児童発達支援事業所はぐくむ函南柏谷教室

　　　　　令和７年　　11月　　1日

105人　/　４１施設　　回収数　３１施設

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

事業所名

訪問先施設からの事業所評価の集計結果公表


